
演習問題解答例 
１．直接計測と間接計測を簡単に説明せよ 

   直接法：測定量をそれと同種類の基準と直接比較する方法 
          例：ものさしによる長さの測定、計量カップによる液体や粉体の容

積の測定 
   間接法：測定量を一定の関係にあるいくつかの量について測定を行い，そ

の結果から法則に従って目的量を求める方法 
      例：時間と距離から速度を求める手法、物体の温度と長さから熱膨

張係数を求める手法など 
２．偏位法と零位法の長短を述べよ 

   偏位法の長短：計測時間が短いが確度がよくない。  
零位法の長短：高い精度の計測が実現できるが測定の時間応答性は良くな

い。  
３．感度、分解能、測定範囲、直線性、ヒステリシス差を説明せよ 

    感度：出力信号の変化と入力信号の変化との比を感度という 

  分解能：検知できる入力信号の最小の変化量を分解能という 

  測定範囲：測定器で計測できる範囲を測定範囲という 

  直線性：計測器の入出力関係が比例することを直線性という 

  ヒステリシス差：測定の前歴により生じた同一入力信号に対する出力信号

の差をヒステリシス差という 

 


